
2007年Wbb連動の
新企画がはじまります！

読者とライチ勿
今月のバイク

llllll日日＋2t氾

Let’s Enjoy Running Together NoU！

ビューエルXBシリーズ

大谷漬さん
XB12Sで参加の大谷

さんはパイク歴5年の
23嵐ドゥカティの

試乗会にも行ったこと
があるがビューエルの

乗り味が気に入り、最

初は膏のX瞑Rに2年、
そして現在のX812S
を鱗大した。

江川昭義さん
XB12Rに乗る江川さ

んは今日がサーキット
デビュー。愛車だった
ゼファーを盗離され3

年のブランクのあとに

バイクに復帰。その際
ドカとも迷ったが面白

そうだとXB12Rを蠣
入。ちょっと緊張。



今月のテーマ車両は個性派アメリカン、ビューエル。

そして今回も、年齢もキャリアも異なる

個性的なライダーが那須に集ってくれました。

さて、みなさんの走りは

どう変わっていくのでしょうか。
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江積拓也さん
一時はライディングを
棲めようとヤマハ恥

も門人するが2カ月で

大破。1年のブランク
を経てビューエル×1
（これも大破）、また×

1、そして今年1月にXB

12Rを職人したツワ
モノさん41歳っ

取材を行ったのは
那須モータースポーツランド

レッドバロンクルーフによって完全復活した那

須モータースポーツランドは、ウィンディンク

を切り取ったような1周12キロの走りごたえ

のあるコース。本誌ライディングパーティのホ

ームグラウンドでもある。ビギナー」二は馴染み

やすくベテランには手強い、まさにライテクに

はもってこいのコースなのだ。

飢Wt雷り轟ぎスポ
ーツスターに積り遷し

てビュご事鱒×1を経て
×81蝕に辿り曽いた

やんちゃ財ノの鳴鳥
一驚在も馴〃とゼファ

ーを所雷。・人ルメット

は鼻さん咋＿のプレセ
ントでこの日デビュー



なビューエルオーナーの走りだった。とくに

盲．t憶きんと束さんは走行ペースも速いため、

コーナーの奥で「おりゃっ！」ともうひと寝

かしさせる傾向がある。舗装の良いサーキッ

トなら問題ないけれど、公道でコレは危険。

もし何かの約十に曲がりきれなかったりした

ら、ひとたまりもないからだ。

そこで今恒＝ま、曲がりはじめのキソカケづ

くりを意識して、いろんな方法を試してもら

いました。つまり「あそこで曲がる」と決め

た場所から確実に曲がりはじめられるという

白いをつけてもらいます合

幸い、ビューエルはエンプレがキツイため、

みなさんH然とギヤは高めrjエンプレを斬り

にしない走り方はすでに身についているよう

です．「ならばブレーキや体重移動をキッカケ

にした、安心して曲がれるコツをつかんでし

まいましょう！
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フォーム改善で走りが激変！
オリャッとコーナー後半でパンク角を

増やし、勢いで乗りこなしていた〉エ橋さ

んには、まずパンクしはじめから効率よ

く曲がるフォームを試してもらった。そ

の上で、たとえ忙しい切り返しでも一瞬

バイクが直立したストップモーションを

つくり、そこからブレーキリリースで向

き変えするようにとアドバイス。

轟初は「上手くいかないなあ」とお悩
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みの様子だったが、ブレーキリリースの

コツをつかんだ瞬間、一気に開眼！　さ

らに、このブレーキリリースのタイミン

グに合わせてタンクと触れている太もも

の力を抜くことで、さらに効率よく荷重

コントロールができると数えると、進入

から出口までヒザを擦りっぱなしになっ

ちゃいました。これには5エ橋さん狂暮！

「楽しい。いやホントに楽しい！」。進

入速度も最初とは比べ物にならないほど

詣くなって、すっかりイケイケに。

イン侃：」のヒジは突っ張らず、ちょっと余裕を
持たせる吟じで。絶対に力は入れないこと。

ヒサ、すりました！

積でなく斜めにズラし
常に後輪を憲雛する
それまで積に慶をズラしていた江桟さ

んのフォームを改造。外見を服り出す

ように腰を回し、腰を斜めに落とす感
じでズラしてもらう。下半身は外足と

タンクと太ももが触れるお分でしっか
りホールド、上半身からは力を抜く。

得意な右と同じに曲がるには・・・
「左がどうも苦手なんだよねえ」と東さ

ん。たしかに左コーナーでは上半身が開

き気味で、シートから体重が抜けがちに

見える。それが余計に不安を駆り立て曲

がらなきゃと焦らせる。するとパイクを

軌いで倒しがちになるが、バイクとの一

体感が得られていないため、無意鰍こパ

イクを起こしてしまっていた。そこで、

得意な右と同じように荷重がかけやすく

なるようフォームを修正。その上でブレ

ーキリリースによる進入の向き変えを試

してもらうことに。そしたらいきなりヒ

ザ滑ってるし！コツを掴んでからの走

りの変化は江條さん同様、兼さんも凛ま

じかった。「もうヒザのスライダーは飾

りじゃありませんヨ」困ったもんです。

左は身体が
開いてしまう
得意な右に比べて左コーナーでは、
どうしても積にズレる感じで身体

が開いてし飢1がち。曲げなきゃ
という意艶が働くためだろうが、

荷量も右はとかからない。

ライチ曳
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斜めにズレて
シートに荷重
身体を積にズラすのではなく、斜
めにズレる感じで腰を諸とす。必

ずしも右と同じフォームにする必
要はない。大切なのはバイクに体

重があずけられているかなのだ。

り行きで乗ってしまいがちなように見うけち

れたこ．そこを明確なキッカケで曲がりはじめ

るようにすることでリスクも減り、満足鹿も

とがるというわけ。

実際、今回もちょっとしたアドバイスを行

うだけで、皆さんの走りはガラリと見迎えた。

f上棟さんと東さんにいたっては、なんとヒザ

まで桁っちゃいました。そういう企画じゃな

いんだけどナァ……。全員が幣くほどスムー

ズな走りになり、最後の方は「アブナイから

もうやめましょう」と、こちらが根を上げる

ほどヒートアップ。まったく、ビューエルに

来るオヤジライダーは、BMWオヤジに並ん

で始末が悪い。しかし皆さん実に楽しそうで、

最高の笑顎でした。こちらも、シアワセな気

持ちになりました。




